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1．八尾市立病院の医薬品採用状況 

2．医薬品・医療機器安全性情報（No.300 平成 25 年 3 月）の概要 

  【詳細は医薬品医療機器情報提供 HP（http://www.info.pmda.go.jp/）から参照可能です】 

3．保険適用される公知申請品目に関する情報 

4．製薬企業からの医薬品の適正使用に関するお知らせ 

 

1． 八尾市立病院の医薬品採用状況（平成 25 年 4 月薬事委員会承認分） 

（1） 採用医薬品：院内・院外ともに処方可能な医薬品です。 

○ エクア錠 50mg 

○ ケルロング錠 5mg 

○ トラゼンタ錠 5mg 

○ リクシアナ錠 15mg 

○ トレシーバ注フレックスタッチ 

○ フィブラストスプレー500 

○ ボルヒール組織接着用（1mL） 

○ ボルヒール組織接着用（3mL） 

 

（2） 特定患者用医薬品：処方時、事前に薬剤部への連絡が必要な医薬品です。 

○ シンポニー皮下注 50mg シリンジ 

 

（3） 院外処方専用医薬品：院外処方せんでのみ処方可能な医薬品です。 

○ アイミクス配合錠 HD 

○ ザイザル錠 5mg 

○ テグレトール錠 100mg 

○ トビエース錠 4mg 

○ ノリトレン錠 10mg（院外かつ特定患者用） 

○ マグミット錠 330mg 

○ ミニリンメルト OD 錠 120μg 

○ サラゾピリン坐剤 500mg 

○ メンタックス外用液 1％（院外かつ特定患者用） 

 

（4） 採用医薬品から院外処方専用医薬品へ区分変更します。 

○ レベミル注フレックスペン 

 

（5） 採用を取り消します。 

○ リクシアナ錠 30mg 

○ フィブラストスプレー250 

○ ベリプラストＰコンビセット（1mL） 
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2． 医薬品・医療機器安全性情報（No.300 平成 25 年 3 月）の概要 

（1） 「医薬品リスク管理計画」の実施について 

平成 25 年 4 月 1 日以降に製造販売承認申請される新医薬品とバイオ後続品より、 

医薬品リスク管理計画（RMP : RiskManagement Plan）の策定を制度として導入することになりました。 

本制度の概要、今後の取組等を紹介し、医療関係者に医薬品リスク管理計画書の活用がお願いされています。 

 

（2） 使用上の注意の改訂について（その 244）：商品名は当院採用薬で掲載しております。 

1． 〈卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤〉 

〈混合ホルモン剤〉 

エストラジオール(エストラーナ、ジュリナ、ディビゲル、フェミエスト) 

エストラジオール安息香酸エステル 

エストラジオール吉草酸エステル 

エストラジオールプロピオン酸エステル 

エストリオール(経口剤)：エストリール錠 1mg（持田） 

エストリオールプロピオン酸エステル 

結合型エストロゲン：プレマリン錠 0.625mg 

エストラジオール・酢酸ノルエチステロン：メノエイドコンビパッチ 

エストラジオール・レボノルゲストレル 

テストステロン・エストラジオール 

テストステロンエナント酸エステル・エストラジオール吉草酸エステル 

テストステロンエナント酸エステル・テストステロンプロピオン酸エステル・エストラジオール吉草酸エステル 

2． 〈卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤〉エチニルエストラジオール：プロセキソール錠 0.5mg 

3． 〈混合ホルモン剤〉ノルエチステロン・メストラノール(更年期障害の効能を有する製剤) 

4． 〈不整脈用剤〉プロパフェノン塩酸塩：プロノン錠 150mg 

5． 〈脳下垂体ホルモン剤〉 

〈卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤〉 

〈その他のホルモン剤〉 

〈生殖器官用剤〉 

精製下垂体性性腺刺激ホルモン 

ヒト下垂体性性腺刺激ホルモン 

ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン 

フォリトロピンベータ(遺伝子組換え) 

ホリトロピンアルファ(遺伝子組換え) 

エストリオール(注射剤、腟用剤)：エストリール腟錠 0.5mg 

クロミフェンクエン酸塩：クロミッド錠 50mg 

ゴナドレリン酢酸塩(1.2mg、2.4mg) 

シクロフェニル 

 

（3） 市販直後調査の対象品目一覧（省略） 

 

 

3． 製薬企業からの医薬品の適正使用に関するお知らせ 

● エクセグラン、エクセラーゼ、エクセミドの販売名類似による取り違え注意のお願い 

■公益財団法人日本医療機能評価機構による収集事業において、販売名類似によるエクセグラン、エクセラーゼ、エクセミドの 

取り違え（誤処方、誤調剤）に関する医療事故やヒヤリ・ハット事例が報告されております。 

■販売名類似による取り違え防止のため、処方時、調剤時に今一度、販売名及び薬効を確認していただくと共に 

薬剤オーダリングシステム等をご使用の場合は、名称の前に薬効を記載する等の予防策を検討するよう、お願いされています。 


